
健康テラ健康テラスス
誤えん性肺炎 成田内科医院

成田　裕介　先生

　誤えんとは、本来食道・胃に入っていく食べ
物や唾液が、空気の通り道である気道（気管）
に入ることをいいます。一般的に肺炎とは特殊
な場合を除いて細菌やウィルスなどの微生物
が本来無菌状態である肺に入って炎症を起こ
す病気です。
　日常生活でも、食べ物や水分でむせることは
ありますが、これは気管に入りかけた異物を出
そうとする反射です。高齢になると、食べ物を
飲み込む嚥下機能が低下したり、筋力が低下す
ることで、咳の一連の動作が上手くいかず誤え
んすることがあります。高齢者だけでなく、喫
煙者や生活習慣病を持っている方も免疫力が
落ちているため、誤えん性肺炎になるリスクが
あります。

　また、食事中の誤えん以外にも、不顕性誤え
んと言って、気づかないうちに誤えんしている
場合があります。実は、就寝中の唾液誤えんが
原因で肺炎になることのほうが頻度的には多
いのです。就寝中に自分の咳で目が覚めたり、
起床時に痰が絡みやすい、原因がよくわからな
い微熱が続くなどの症状があればその可能性
があるかもしれません。対策としては日頃から
口の中を清潔に保つことは勿論ですが、寝ると
きに姿勢を横向きにすることでも唾液の誤え
んのリスクを減らすことができます。
　一度誤えん性肺炎になると、一般的に自然
に治ることはなく、抗菌薬の投与が必要となり
ます。気になる方はかかりつけ医に御相談くだ
さい。

GO介　　 の部屋
かい

ご

　多様な価値観や働き方があり、「定年」と言われ
る 60 歳を迎えてもなお働き続ける方が増加して
います。しかし、多くの方が「定年」を境に今後
の自分の人生について考えられるのではないで
しょうか。今回は、そんな定年後の過ごし方にお
悩みの方に向けた講演会を開催いたしました。
　長崎県すこやか長寿大学校シニアいきいきカ
レッジ講師の鶴田康夫氏をお招きし、「人生の本当
の楽しみは 60 歳から」という演題で、定年後の
過ごし方のヒントをお話しいただきました。また、
町内の地域で活動されている岡嶋道子氏（長与町
食生活改善推進員）、三井朝松氏（南陽台ふれあい
サロン代表）から、活動を通しての体験談を発表
していただきました。参加者からは「楽しく前向
きになれた」「セカンドステージに対する不安や戸

惑いが少し減った」との感想が聞かれ、定年後の
過ごし方のイメージが変わったようでした。今後
も町民の皆さんの「こんなことを聞きたい！」と
いう要望に沿った講演会を企画・開催していきた
いと思います。　　　　　　　　　[介護保険課 ]

地域参加デビュー講座
ながよ版「定年後のすすめ」を開催しました！

ふくし通信

やってみゅーで手話

「今年の干支は何ですか？」（今年　/　干支　/　何？）

立てた人差し指を左右に 2-3
回振ります。尋ねるような表
情と共に表現しましょう。

左手をグーにして立て、左手
の親指側に右手の人差し指
をおろして、軽くあてます。
左手は木の年輪を表現し、
右手の指が年数を表現してい
ます。（「年」）

グーにした左手を立て（年）、
折り曲げた右手の三指を軽く当
てながら前に出します。右手は
「動物」という手話の一部を表
現しています。（「干支」）

左右の両手を軽く開いて下
向きに置いたら、抑えるよう
に左右同時におろします。
（「今」）

緊急通報システムについて
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緊急通報システムについて
申��・問  福祉課高齢者福祉係　☎ 801-5826
●緊急通報システムとは…
　高齢者が緊急時や相談したいとき、簡単に緊急通報センターに連絡
できる装置です。緊急通報センターには看護師が常駐しており、利用
者からの緊急連絡や健康相談などに 24 時間 365 日応対しています。
また、看護師が毎月 2 回、利用者に電話で連絡し、健康状況などの
確認も行っています。
対���下記に該当する方で病弱などのため日常生活において特に注意を要

する方。
　  ①おおむね 65 歳以上のひとり暮らし高齢者
　  ②おおむね 75 歳以上の高齢者のみ世帯
　  ③その他町長が特に必要と認めた方
申����原則、申請には緊急時に協力してくれる「協力員」が必要です。（協

力員とは、緊急通報時に利用者の応答がない場合、利用者のもとに
駆けつけて、安否確認をしてくれる親族の方や近隣の方です。）

　  詳しくはお問合せください。
●緊急通報装置は下記の２タイプがあり、希望する方にはセンサーの取りつけも行います。

装置のタイプ

固定型 携帯型

固定電話回線 必要 不要

センサー

人感センサー
人の動きを検知するセンサー。（カメラ
ではありません。）最後に動きを検知し
てから 18 時間連続で動きが検知され
ない場合、装置を介して自動で緊急通
報センターへ知らせます。

加速度センサー
扉など毎日動くものに取り付け動きを検
知するセンサー。（カメラではありませ
ん。）最後に動きを検知してから 18 時
間連続で動きが検知されない場合、自
動で緊急通報センターへ知らせます。

緊急連絡方法 緊急ボタンを押す ストラップを引く

健康相談方法 相談ボタンを押す 画面操作が必要

料金 300 円（月額） 500 円（月額）

※装置の取り付け、取り外しの際に利用者負担金は発生しません。
※センサー取り付けを行っても利用者負担金は変わりません。
※生活保護世帯の方は利用者負担金がかかりません。 

←ストラップ

←操作画面
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